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「交通安全教室」
 に参加した
 児童ら

「交通安全教室」
 に参加した
 児童ら



　
こん
にちは赤ちゃん

ご両親の深い愛情につつまれて誕生した
プリンスとプリンセスのご紹介です。

ご両親やご家族にとって｢早く大きくな～れ｣と
成長を楽しみにしていることでしょう。

いろいろな可能性を秘めて
洞爺湖町に誕生した赤ちゃん。

その純粋な瞳は何を見つめているのでしょうか？

　洞爺湖町健康づくり推進員会では、春から秋に
かけて健康づくりウォーキング会を開催していま
す。是非ご参加ください。
●問合せ先　健康福祉センター「さわやか」
　　　　　　　76－4006
●主　　催　健康づくりウォーキング会
　　　　　 （洞爺湖町健康づくり推進員会）

健康づくりウォーキング会のお知らせ 日　　程 名 称

５月15日（月）  洞爺湖畔ウォーク（洞爺地区）

６月10日（土）  史跡巡りウォークラリー（温泉地区）

７月10日（月）  ノルディックウォーク（伊達市大滝区）

８月25日（金）  洞爺湖畔足ツボウォーク

９月24日（日）  黒松内ブナの森ウォーク

10月14日（土）  史跡巡りウォークラリー（洞爺地区）

※詳しくは回覧でご案内しています。

■年間スケジュール■

三島明日花ちゃん
        　 (あすか)

基幸さん・明美さん
２月６日生　虻３区

村上　華菜ちゃん
        　 　(はるな)

英史さん・由理子さん
２月14日生　大原

平尾　　聖くん
        　 　　　(こうき)

亮さん・貴由枝さん
２月18日生　虻５区

高橋　泰生くん
        　 　　(だいき)

道宏さん・文月さん
２月20日生　洞第１



　
　
月
18
日
に
告
示
さ
れ
た
、
旧
虻
田
町
と
旧
洞
爺
村
と
の
合
併
に
伴
う
洞

　
　
爺
湖
町
長
選
挙
が
、
４
月
23
日
行
わ
れ
即
日
開
票
さ
れ
ま
し
た
。

　
選
挙
に
は
、
旧
虻
田
町
長
の
長
崎
良
夫
氏
と
元
旧
虻
田
町
議
会
議
員
の
越

前
谷
邦
夫
氏
が
立
候
補
。
旧
虻
田
町
長
の
長
崎
良
夫
氏
が
当
選
し
ま
し
た
。

新
し
い
学
校
に

胸
ふ
く
ら
ま
せ

新
し
い
学
校
に

胸
ふ
く
ら
ま
せ

■
と
う
や
小
学
校
開
校
式
典
、入
学
式
■

　　初代洞爺湖町長に
長 崎 良 夫 氏

　
　
月
７
日
洞
爺
地
区
の
洞
爺
、
大

　
　
原
、
香
川
、
成
香
の
４
小
学
校

が
統
廃
合
し
た
「
と
う
や
小
学
校
」

(

刑
部
守
教
校
長)

の
開
校
式
典
と
入

学
式
が
行
わ
れ
、
来
ひ
ん
や
父
母
ら

に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
新
し
い
学
校
の

ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
し
た
。

　
同
校
は
、
旧
洞
爺
小
学
校
を
活
用

し
て
開
校
し
た
も
の
で
、
児
童
数
は
、

大
原
か
ら
11
人
、
香
川
か
ら
11
人
、

成
香
か
ら
13
人
が
加
わ
り
82
人
と
な

り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
新
し
い
校
旗
が
菊
地
勉

町
長
職
務
執
行
者
か
ら
刑
部
校
長
に

渡
さ
れ
、
藤
田
咲
美
旧
香
川
小
学
校

長
が
作
詞
し
た
新
校
歌
も
初
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

　
洞
爺
湖
町
教
育
委
員
会
の
蓮
井
勇

委
員
長
が
「
新
し
い
小
学
校
は
ひ
ら

が
な
の
と
う
や
小
学
校
で
す
。
明
る

く
い
じ
め
の
な
い
と
う
や
小
学
校
に

し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
旧
小
学
校
４
校
の
児
童
代
表
の
小

野
寺
駿
也
君
、
巻
椋
太
君
、
横
山
和

　
　
　
希
君
、
佐
藤
美
和
さ
ん
が
そ

　
　
　
れ
ぞ
れ
新
し
い
学
校
へ
の
期

　
　
　
待
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
　
　
　
式
典
後
行
わ
れ
た
入
学
式

　
　
　
で
は
、
新
１
年
生
９
人
を
、

　
　
　
上
級
生
ら
が
温
か
く
迎
え
ま

　
　
　
し
た
。
刑
部
校
長
が
「
児
童

　
　
　
の
み
な
さ
ん
と
お
父
さ
ん
、

　
　
　
お
母
さ
ん
た
ち
と
新
し
い
と

　
　
　
う
や
小
学
校
を
作
っ
て
い
き

　
　
　
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
。

　
　
　
　
新
１
年
生
は
、
希
望
を
胸

　
　
　
に
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

お
さ
か
べ

当選　長崎　良夫　４，８１６票
　　　越前谷邦夫　１，９０３票
区　分 選挙当日の有権者数 投 票 者 数 投 票 率

男　  ４，１７９人　   ３，０８６人      ７３・８５％

女　  ４，９７９人　   ３，７０３人      ７４・３７％

計　  ９，１５８人　   ６，７８９人      ７４・１３％

◆洞爺湖町長選開票結果

とうや小学校開校式典、入学式とうや小学校開校式典、入学式



　
　
月
６
日
合
併
後
初
め
て
の
臨
時

　
　
町
議
会
が
開
か
れ
、
議
長
に
旧

虻
田
町
議
会
副
議
長
の
藤
澤
二
三
夫

氏
、
副
議
長
に
旧
洞
爺
村
議
会
の
横

山
明
男
氏
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
任
期

は
１
年
間
で
す
。
そ
の
ほ
か
の
議
員

の
顔
ぶ
れ
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(

敬
称
略)

洞爺湖町
議会議員の皆さん

議長 藤澤　二三夫
入江39番地182

副議長 横山　明男
大原62番地

合田　静夫
洞爺町96番地

千葉　　薫
旭町５番地12

板垣　正人
洞爺湖温泉４番地18

五十嵐　篤雄
洞爺町123番地

清本　博三
財田45番地１

小松　　晃
入江190番地

森　　和雄
入江175番地82

高清水　幸夫
浜町34番地

皆川　一男
青葉町94番地39

中村　千世子
青葉町98番地２

鍛治川　忠志
洞爺町36番地

北本　芳彦
泉358番地６

篠原　　功
洞爺湖温泉147番地



（◎は委員長○は副委員長)

総務常任委員会 社会文教常任委員会 建設常任委員会 議会運営委員会

◎北　本　芳　彦 ◎皆　川　一　男 ◎大　西　　　浩 ◎高清水　幸　夫

○沼　田　松　夫 ○五十嵐　篤　雄 ○小　松　　　晃 ○鍛治川　忠　志

　森　　　和　雄　 合  田  静  夫   清  本  博  三   板  垣  正  人

  高清水  幸  夫   千  葉      薫   篠  原      功   皆  川  一  男

  鍛治川  忠  志   板  垣  正  人   毛  利  六  男   大  西      浩

  立  野  広  志   中  村  千世子   植  村  秋  光   立  野  広  志

  岸  本  吉  正   高  橋  利  典   七  戸  輝  彦   植  村  秋  光

  佐々木  良  一   宮  田  敏  夫   朝  倉  英  隆   宮  田  敏  夫

  横  山  明  男   松  井  保  明                    松  井  保  明

                                                     横  山  明  男

常任委員会・議会運営委員会構成常任委員会・議会運営委員会構成

沼田　松夫
入江157番地4

大西　　浩
洞爺町232番地

毛利　六男
香川19番地

高橋　利典
洞爺町109番地1

立野　広志
入江190番地361

植村　秋光
高砂37番地24

岸本　吉正
香川185番地３

佐々木　良一
成香78番地

宮田　敏夫
青葉町101番地３

松井　保明
高砂99番地24

七戸　輝彦
入江190番地208

朝倉　英隆
洞爺湖温泉107番地６



　新しく誕生した洞爺湖町は、観光を基本にして農業、漁業を両翼
にした新しい町づくりが考えられています。
　特に観光と農業、漁業などを結びつけた体験型観光は、新町の観
光の重要な要素となるでしょう。自然の中で「学べる・遊べる・感
動できる」洞爺湖町の魅力を全国に発信していきたいと思います。
　町では、この魅力を満載した体験型観光のマップを作成しました。
町内に住んでいてもまだ知らないところもあるかもしれません。あ
らためて町の素晴らしさを確認してください。

　新しく誕生した洞爺湖町は、観光を基本にして農業、漁業を両翼
にした新しい町づくりが考えられています。
　特に観光と農業、漁業などを結びつけた体験型観光は、新町の観
光の重要な要素となるでしょう。自然の中で「学べる・遊べる・感
動できる」洞爺湖町の魅力を全国に発信していきたいと思います。
　町では、この魅力を満載した体験型観光のマップを作成しました。
町内に住んでいてもまだ知らないところもあるかもしれません。あ
らためて町の素晴らしさを確認してください。

■体験メニューリスト■■体験メニューリスト■
問合先 体 験 内 容実施期間所要時間・料金受付人数実施場所体験メニュー名

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

ミニジカクラフト

中島ちょこっと探検

冬のアニマルウォチング

エゾシカクラフト

リーフプリント

カヌー体験

ネイチャーカヌーツアー

エゾシカ＆巨木ウォッチングツアー

滝散策ツアー

冬の中島散策

スノーシュダウンヒル

乗馬・子どもトレッキング

乗馬レイクヒルコース

乗馬レイクコース

酪農体験

アイスクリーム作り

バター作り

ガラス作り体験

そば打ち体験

ガイド付火口散策

魚釣り体験（遊漁船）

洞爺湖町中島、他

洞爺湖町中島

洞爺湖町月浦、他

洞爺湖町中島、他

洞爺湖町中島、他

洞爺湖

洞爺湖

洞爺湖町中島

洞爺湖周辺

洞爺湖中島

洞爺湖周辺

洞爺湖町月浦

洞爺湖町月浦

洞爺湖町月浦

洞爺湖町花和、他

洞爺湖町花和、他

洞爺湖町花和、他

洞爺湖月浦

洞爺湖町洞爺町

西山火口・金毘羅火口

内浦湾

１～40人

２～80人

２～10人

２～40人

２～40人

２～40人

２～10人

２～20人

２～40人

２～10人

２～10人

１～30人

１～30人

１～30人

４～40人

４～40人

４～40人

１～５人

２～５人

２～30人

１～10人

7・8月

7・8月

12～3月

5～9月

5～9月

5～10月

5～10月

4～11月

6～10月

12～3月

12～3月

通年

4～11月

4～11月

通年

通年

5・10月

通年

通年

4月下旬～11月

4～11月

30分500円

40分1,200円

120分3,500円

60分1,000円

60分800円

90分3,500円

120分5,000円

180分5,000円

120分3,500円

180分6,000円

180分6,000円

10分1,050円

90分9,450円

40分4,750円

60分1,200円

60分700円

60分700

30分3,000円

60分4,500円

60分3,000円

180分4,000円

たった30分間で、かわいい木のシカを作れます。

森林浴を満喫しながら、中島を散策します。

動物たちの冬の暮らしを観察します。

エゾシカ観察の後は、シカクラフトに挑戦です。

木の葉模様のオリジナルランチョンマットを作ります。

美しい洞爺湖でカヌーにチャレンジ。

洞爺湖をカヌーで散策してみましょう。

中島に渡り、雄大な自然とシカを観察します。

意外と知られていない洞爺湖周辺の滝でリフレッシュ。

島に生息するシカやリスたちを見学します。

冬の動物を観察します（※スノーシュレンタル代込）。

スタッフが引馬で案内しますので安心です。

馬に乗り、洞爺湖を見下ろす丘まで登ります。

乗馬を楽しみながら洞爺湖を一望できる贅沢なコース。

高原の牧場で乳搾りを体験します。

とれたての新鮮な牛乳を使ってアイスを作ります。

とれたての新鮮な牛乳を使って作るバターは絶品。

世界にたったひとつの、自分だけのグラスが完成します。

北海道幌加内産のそば粉を使用。そばは持ち帰り可。

10日前までに要予約。詳細はホームページ参照。

別名・噴火湾ではカレイ・サケ・イカなどが釣れます。



搾りたての
牛乳でアイスと
バターを作りましょう

初めてでも
安心です

野生の
エゾシカが
住んでるよ!

ＭＹグラス
作ろう!

眺め最高!

洞爺湖温泉街には
無料で使える
手湯・足湯が
14湯あります!

・面積　　　　　70.7�
・周囲　　　　　　43�
・最大水深　　　180.0m
・平均水深　　　117.0m
・貯水量　　　　8.19�
・水面の標高　　 　84m
・成因　　　カルデラ湖

洞爺湖



　
　
月
25
日
平
成
17
年
度
虻
田
町
体

　
　
育
協
会
表
彰
式
が
役
場
防
災
研

修
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
功
労
賞
と
ス

ポ
ー
ツ
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
表

彰
者
は
次
の
と
お
り
。

<
功
労
賞>

▽
宍
戸
一
江
さ
ん
（
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
連
盟
）
▽
吉
田
親
司
さ
ん

（
同
右
）
▽
新
敏
彦
さ
ん
（
虻
田
ス

キ
ー
連
盟
）

<

ス
ポ
ー
ツ
賞>

■
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

▽
横
山
駿
太
君
（
ス
キ
ー
）
▽
坪
川

侃
君
（
ス
キ
ー
）
▽
片
岸
泉
紀
さ
ん

（
水
泳
）
▽
虻
中
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
部

■
ス
ポ
ー
ツ
努
力
賞
▽
虻
田
エ
ア
リ

ア
ル
（
バ
レ
ー
）
▽
白
石
小
百
合
さ

ん
（
剣
道
）
▽
奥
野
ち
ひ
ろ
さ
ん
（
陸

上
）
▽
津
川
和
貴
さ
ん
（
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
）
▽
虻
高
女
子
バ
レ
ー
部

　
　
山
県
倉
敷
市
で
３
月
27
日
開
催

　
　
さ
れ
た
第
５
回
倉
敷
ジ
ュ
ニ
ア

オ
ー
プ
ン
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大

会
（
主
催
倉
敷
市
体
育
協
会
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
部
）
で
、
男
子
中
学
生
の
部

シ
ン
グ
ル
ス
に
出
場
し
た
糟
川
和
安

晃
君
＝
当
時
虻
中
２
年
が
、
３
位
に

入
賞
し
ま
し
た
。

　
中
学
生
の
部
に
は
、
全
国
か
ら
80

名
が
出
場
。
各
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ

て
予
選
を
行
い
、
上
位
２
名
が
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
し
、
熱
戦
を

　
　
　
繰
広
げ
ま
し
た
。

　
　
　
　
糟
川
君
は
、
現
在
学
校
の

　
　
　
部
活
と
地
域
の
ク
ラ
ブ
と
両

　
　
　
方
で
練
習
に
励
ん
で
お
り
、

　
　
　
「
３
位
に
な
っ
て
う
れ
し
か

　
　
　
っ
た
。
今
年
は
中
体
連
で
全

　
　
　
国
出
場
し
た
い
」
と
早
く
も

　
　
　
次
の
目
標
に
照
準
を
定
め
て

　
　
　
い
ま
し
た
。

　
　
成
12
年
の
有
珠
山
噴
火
か
ら
６

　
　
年
を
迎
え
た
３
月
31
日
、
有
珠

山
噴
火
メ
モ
リ
ア
ル
委
員
会
が
主
催

す
る
記
念
イ
ベ
ン
ト「
火
山
の
こ
と
を

も
っ
と
知
ろ
う
」が
、洞
爺
湖
文
化
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
洞
爺
湖
温
泉
小

学
校
の
児
童
ら
約
80
人
が
参
加
し
、

火
山
の
仕
組
み
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
室
蘭
気
象
台
で
使
用
し

て
い
る
熱
映
像
装
置
な
ど
が
披
露
さ

れ
、
そ
の
装
置
を
使
っ
て
自
分
た
ち

の
体
温
の
差
を
画
面
で
確
認
す
る
実

験
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
を
加
熱
し
破

裂
す
る
の
を
水
蒸
気
爆
発
に
見
立
て

た
実
験
も
行
い
、
児
童
ら
に
は
大
好

評
で
し
た
。

　
　
38
回
ユ
ネ
ス
コ
世
界
児
童
絵
画

　
　
展
で
、
と
う
や
小
学
校
の
児
童

３
人
が
全
国
２
位
に
相
当
す
る
優
秀

個
人
賞
と
特
選
、入
選
に
輝
き
ま
し
た
。

　
受
賞
し
た
の
は
、
優
秀
個
人
賞
の

青
葉
智
寛
君(

２
年)

、
特
選
の
高
橋

沙
帆
さ
ん(

６
年)

、
入
選
の
尾
野
寿

真
君(

２
年)

。

児
童
ら
は
、
小
学
校
の
近
く
で
美
術

教
室
を
開
い
て
い
る
大
島
忠
昭
さ
ん

(

日
本
美
術
教
育
連
合
会
員)

の
教
室

に
通
い
、
絵
の
勉
強
に
励
ん
で
き
ま

し
た
。

　
大
島
さ
ん
は
「
高
橋
さ
ん
は
、
色

彩
感
覚
と
構
成
力
が
す
ば
ら
し
い
。

　
青
葉
君
と
尾
野
君
は
、
教
室
に
来

て
ま
だ
日
が
浅
い
が
、
子
供
ら
し
さ

が
あ
ふ
れ
て
い
て
、
将
来
が
楽
し
み

だ
」
と
喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

体協表彰式で９名、３団体が受賞

虻中３年 糟川君
倉敷のバドミントン大会で３位入賞

洞爺湖温泉小学校児童　
火山の仕組み知る実験楽しむ

ユネスコ展でとうや小から3人受賞

受賞者と協会関係者受賞者と協会関係者

左から受賞した尾野君、高橋さん、青葉君左から受賞した尾野君、高橋さん、青葉君

３位入賞の糟川君３位入賞の糟川君

実験の説明を聞く児童たち実験の説明を聞く児童たち



　
　
月
か
ら
救
急
救
命
士
法
の
一
部

　
　
改
正
で
、
救
急
救
命
士
が
現
場

な
ど
で
強
心
剤
「
エ
ピ
ネ
フ
リ
ン
」

の
投
与
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

西
胆
振
消
防
組
合
洞
爺
湖
消
防
署
の

救
急
救
命
士
・
大
西
靖
さ
ん
が
胆
振

管
内
で
は
第
１
号
と
な
る
そ
の
資
格

を
取
得
し
ま
し
た
。

　
強
心
剤「
エ
プ
ネ
フ
リ
ン
」は
、
心

肺
停
止
の
状
態
を
心
臓
な
ど
に
再
度

血
液
を
集
中
さ
せ
て
心
臓
の
再
開
を

助
け
る
薬
剤
で
、
従
来
は
医
療
行
為

　
　
　
と
し
て
医
師
の
み
が
認
め
ら

　
　
　
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の

　
　
　
改
正
で
、
資
格
を
得
た
者
が

　
　
　
医
師
の
指
示
の
下
で
投
与
が

　
　
　
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
大
西
さ
ん
は
「
一
人
で
も

　
　
　
社
会
復
帰
で
き
る
人
を
救
い

　
　
　
た
い
」
と
そ
の
使
命
に
意
欲

　
　
　
を
燃
や
し
て
い
ま
す
。
　
　

　
　
月
13
日
虻
田
高
校
の
商
業
科
２

　
　
年
生
16
人
が
、
洞
爺
湖
温
泉
の

清
掃
活
動
を
行
い
、
観
光
シ
ー
ズ
ン

を
迎
え
る
温
泉
街
の
美
化
に
一
役
買

い
ま
し
た
。

　
同
校
は
、
札
幌
国
際
大
学
と
の
提

携
で
、
観
光
一
般
と
い
う
授
業
を
設

置
し
、
観
光
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に

つ
い
て
勉
強
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
そ
の
授
業
を
取
っ
て
い

る
生
徒
が
、
観
光
を
勉
強
す
る
基
本

と
し
て
、
自
分
た
ち
の
町
の
中
に
あ

る
観
光
地
・
洞
爺
湖
温
泉
街
を
き
れ

い
に
し
よ
う
と
実
施
。
温
泉
の
メ
イ

ン
道
路
で
あ
る
道
道
や
町
道
の
ゴ
ミ

拾
い
や
洞
龍
の
湯
、
薬
師
の
湯
を
き

れ
い
に
磨
き
上
げ
ま
し
た
。

　
　
年
観
光
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
開
催

　
　
さ
れ
て
い
る
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

基
本
講
座(

主
催
虻
田
町
商
工
会)

が
、

今
年
も
４
月
13
日
洞
爺
湖
文
化
セ
ン

タ
ー
で
、
き
ゃ
り
あ
工
房
代
表
の
田

崎
悦
子
さ
ん
を
講
師
に
招
き
行
わ
れ

ま
し
た
。当
日
は
、各
ホ
テ
ル
か
ら
の

新
入
職
員
も
含
め
て
約
60
人
が
参
加
。

　
田
崎
さ
ん
自
身
が
経
験
し
た
ホ
テ

ル
で
の
対
応
を
例
に
具
体
的
な
フ
ロ

ン
ト
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
に
つ
い
て

講
演
さ
れ
、「
自
分
の
住
ん
で
い
る
町

が
好
き
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
旅
行
に

来
て
い
る
お
客
様
に
紹
介
し
た
り
、

サ
ー
ビ
ス
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」

と
サ
ー
ビ
ス
の
基
本
は
町
づ
く
り
で

あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
爺
湖
温
泉
の
活
性
化
を
目
指
し
、

　
　
観
光
シ
ー
ズ
ン
間
直
の
こ
の
時

期
に
開
か
れ
て
き
た
銘
酒
ま
つ
り(

主

催
銘
酒
ク
ラ
ブ)

が
、
今
年
９
回
目
を

迎
え
、
４
月
８
日
洞
爺
観
光
ホ
テ
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
も
全
国
の
蔵
元
を
迎
え
て
、

地
酒
、
ワ
イ
ン
、
ビ
ー
ル
、
カ
ク
テ

ル
の
飲
み
比
べ
に
地
元
を
始
め
札
幌

や
小
樽
、
室
蘭
な
ど
か
ら
約
２
５
０

人
が
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
銘
酒
の
郷
の
仕
込
み
水

と
洞
爺
湖
温
泉
の
水
道
水
と
の
利
き

水
対
決
や
ビ
ー
ル
対
発
泡
酒
対
第
３

の
ビ
ー
ル
の
飲
み
比
べ
な
ど
多
種
多

様
な
企
画
に
、
集
っ
た
左
党
ら
も
大

満
足
の
様
子
で
し
た
。

虻田高校生
洞爺湖温泉街清掃ボランティア活動

サービスの向上はまちづくりから
　ビジネスマナー基本講座

春の洞爺湖に左党大集合
救命士大西靖さん
管内第１号となる薬剤投与の資格取得

町内における救急救命の向上を担う大西さん町内における救急救命の向上を担う大西さん

各蔵元のコーナーに並ぶ参加者各蔵元のコーナーに並ぶ参加者

薬師の湯を磨く虻高生薬師の湯を磨く虻高生熱心に学ぶ受講者熱心に学ぶ受講者



町　　
内
に
あ
る
社
会
福
祉
法
人
幸
清

　
　
会
（
大
久
保
和
幸
理
事
長
）
軟

式
野
球
部
が
、
平
成
18
年
度
か
ら
硬

式
野
球
部
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、

都
市
対
抗
野
球
な
ど
に
参
戦
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
道
内
の
福

祉
法
人
で
は
初
め
て
の
こ
と
で
、
「
野

球
の
活
動
を
通
し
、
野
球
教
室
な
ど

地
域
に
密
着
し
、
町
を
盛
り
上
げ
た

い
」
と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

　
同
部
は
、
昭
和
48
年
の
法
人
設
立

と
同
時
に
創
部
。
平
成
２
年
の
国
体

北
海
道
大
会
で
ベ
ス
ト
４
、
全
国
社

会
福
祉
軟
式
野
球
大
会
優
勝
な
ど
輝

か
し
い
戦
歴
を
残
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
活
動
の
中
で
、
硬
式

野
球
経
験
者
が
多
い
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
、
部
員
に
硬
式
へ
の
想
い
が

膨
ら
み
硬
式
野
球
部
へ
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
し
ま
し
た
。

　
現
在
部
員
は
17
人
で
週
に
３
〜
４

回
、
仕
事
を
終
わ
っ
て
か
ら
２
時
間

程
度
練
習
を
行
い
、
シ
ー
ズ
ン
の
到

来
を
腕
を
撫
し
て
待
っ
て
い
ま
す
。

　
金
子
満
則
監
督
は
「
硬
式
野
球
で

の
レ
ベ
ル
が
ま
だ
分
か
ら
な
い
の
で
、

ま
ず
は
公
式
戦
１
勝
を
目
指
す
」
と

抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　
　
況
届
は
、
年
金
を
受
け
て
い
る

　
　
方
が
、
引
き
続
き
年
金
を
受
け

る
権
利
が
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た

め
の
大
切
な
届
出
で
す
。

　
提
出
を
忘
れ
る
と
、
年
金
の
支
払

が
一
時
的
に
止
ま
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

<

手
続
き>

・
誕
生
月
の
初
め
に
、
現
況
届(

は
が

き)

が
送
ら
れ
て
き
ま
す
の
で
、
住

所
・
氏
名
等
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

誕
生
月
の
末
日
ま
で
に
社
会
保
険
業

務
セ
ン
タ
ー
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

洞
爺
湖
町
長
の
証
明
は
不
要
で
す
。

・
厚
生
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
で

65
歳
に
な
ら
れ
る
方
に
つ
い
て
は
、

国
民
年
金
の
裁
定
請
求
書
と
し
て
郵

送
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
洞
爺
湖

町
長
の
証
明
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

質
問
・
ご
相
談
に
つ
い
て
は
、
役
場

住
民
課
戸
籍
年
金
係
　
74-

３
０
０
２

(

直
通)

ま
で
。

　
　
民
年
金
基
金
と
は
、
国
民
年
金

　
　
に
上
乗
せ
し
て
国
民
年
金
と
国

民
年
金
基
金
の
両
方
か
ら
年
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
る
公
的
な
年
金

制
度
で
す
。

　
国
民
年
金
基
金
の
掛
け
金
は
口
数

制
で
、
年
齢
や
男
女
の
別
に
よ
り
異

な
り
ま
す
が
、
１
カ
月
６
８
、
０
０

０
円
の
範
囲
内
で
何
口
で
も
加
入
で

き
、
そ
の
口
数
制
は
状
況
に
応
じ
て

増
減
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
掛
け
金
は
全
額
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
り
、
所
得
税
・
住

民
税
が
軽
減
さ
れ
、
受
け
取
る
年
金

も
公
的
年
金
な
ど
控
除
が
適
用
さ
れ
、

税
制
面
で
優
遇
さ
れ
ま
す
。

<

加
入
で
き
る
方>

　
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
国
民
年
金

の
第
１
号
被
保
険
者
で
国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
て
い
る
方

詳
し
く
は
、
北
海
道
国
民
年
金
基
金

(
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０-

０
１

２-
９
６
９)

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

～都市対抗めざす～～都市対抗めざす～

　

　最近、住民票と住んでいる住所が同一でない方が

増えています。

　生活の基盤とする住所に住民登録をしなければな

りません。

　他の市区町村へ転出が決まった時は、予定日をも

って転出届をしてください。「転出証明書」を発行し

ます。

　また、町内おいても住所変更をした時は、

転居届をしなければなりません。住所の変

更があったときは、忘れずに届出をしてく

ださい。

　問合せ先　住民課戸籍年金係

　　　　　　　74－3002(直通)

戸籍の窓口から

あ
な
た
の
た
め
・
み
ん
な
の
た
め
の
年
金
だ
よ
り

…
そ
こ
が
知
り
た
い

年
金
を
受
け
て
い
る
皆
さ
ん
へ
…

現
況
届
け
は
忘
れ
ず
に

提
出
し
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
の
上
乗
せ
年
金

国
民
年
金
基
金

住所の変更は速やかに届出を

幸清会野球部幸清会野球部



　
　
野
火
災
に
つ
い
て
は
先
月
も
お

　
　
伝
え
し
ま
し
た
が
、
徐
々
に
暖

か
く
な
り
キ
ャ
ン
プ
や
山
菜
採
り
が

身
近
な
季
節
で
す
。
も
う
一
度
再
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

　
原
因
は
た
き
火
、
た
ば
こ
、
火
入

れ
な
ど
、
火
の
不
始
末
に
よ
る
も
の

が
多
く
山
で
火
を
使
用
し
た
場
合
は

完
全
に
消
火
し
、
後
始
末
を
徹
底
す

る
こ
と
。
車
か
ら
の
た
ば
こ
の
投
げ

捨
て
は
絶
対
に
し
な
い
こ
と
！

　
林
野
火
災
の
大
部
分
は
、
皆
さ
ん

ひ
と
り
一
人
の
注
意
で
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
貴
重
な
人
命
や
財
産
を

火
災
か
ら
守
る
た
め
、
林
野
で
の
火

気
の
取
扱
い
に
は
十
分
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。
　

　
　
和
58
年
の
発
足
後
、
23
年
間
の

　
　
長
き
に
渡
り「
火
災
０
を
目
指
す

街
づ
く
り
」を
目
標
に
、
こ
れ
ま
で
各

事
業
所
に
お
け
る
相
互
の
連
携
を
と

り
な
が
ら
、
消
防
機
関
と
一
体
と
な

っ
て
地
域
防
災
の
歴
史
を
築
い
て
き

た
、
旧
虻
田
町
防
火
管
理
者
協
議
会

と
危
険
物
安
全
協
会
の
両
会
が
、
去

る
４
月
２
日
の
合
同
定
期
総
会
の
場

で
、
69
名
の
全
会
員
の
総
意
に
よ
り

統
合
が
承
認
さ
れ
、
名
称
を
洞
爺
湖

町
防
火
協
会
と
し
て
新
た
に
誕
生
し

ま
し
た
。

　
新
会
長
に
は
、
白
井
祐
輔
氏
（
洞

爺
湖
温
泉
町
在
住
）
が
就
任
し
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
各
事
業
所
と
消
防
機

関
と
が
相
互
連
携
を
密
に
し
、
防
火

研
修
会
や
春
秋
の
火
災
予
防
運
動
に

　
　
　
　
　
　
　
対
す
る
協
力
等
の

　
　
　
　
　
　
　
事
業
を
積
極
的
に

　
　
　
　
　
　
　
展
開
し
、
火
災
の

　
　
　
　
　
　
　
無
い
街
づ
く
り
を

　
　
　
　
　
　
　
究
極
目
標
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
全
会
員
で
力
を
合

　
　
　
　
　
　
　
わ
せ
、
頑
張
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
行
き
た
い
と
、
強

　
　
　
　
　
　
　
い
決
意
を
述
べ
ま

　
　
　
　
　
　
　
し
た
。

　
　
防
法
が
改
正
さ
れ
、
全
国
一
律

　
　
に
住
宅
用
防
災
警
報
器
等（
煙
を

感
知
で
き
る
火
災
警
報
器
）
の
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
（
平
成

16
年
６
月
２
日
公
布
）
設
置
及
び
維

持
基
準
に
つ
い
て
は
、
政
省
令
で
定

め
る
基
準
に
従
い
、
西
胆
振
消
防
組

合
火
災
予
防
条
例
で
定
め
ら
れ
ま
す
。

　
平
成
18
年
６
月
か
ら
新
築
の
一
般

住
宅
等
に
も
住
宅
用
防
災
警
報
器
の

置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。 

　
　
　
　
設
置
す
る
所
は
お
も
に
、

　
　
　
　
就
寝
を
と
も
な
う
部
屋(

寝

　
　
　
　
室
・
子
供
部
屋
等)

に
煙
を

　
　
　
　
感
知
す
る
火
災
警
報
器
の

　
　
　
　
設
置
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
既
存
の
住
宅
は
平
成
23
年

　
　
　
　
５
月
31
日
ま
で
に
設
置
し

　
　
　
　
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
米
国
で
は
、
住
宅
火
災

　
　
　
　
に
よ
る
死
者
数
は
、
住
宅

　
　
　
　
用
火
災
警
報
器
の
設
置
義

　
　
　
　
務
化
に
よ
る
普
及
に
伴
い
、

　
　
　
　
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数

　
　
　
　
は
１
９
７
０
年
代
の
６
、

０
０
０
人
か
ら
最
近
で
は
３
、
０
０

０
人
に
半
減
し
て
い
ま
す
。

　
英
国
で
も
同
様
な
効
果
が
あ
り
ま

し
た
。

※
詳
し
く
は
最
寄
り
の
消
防
署
ま
で

　
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
洞
爺
湖
消
防
署
　
　
76-

２
１
１
９

●
温

泉

分

署
　
　
73-

１
１
１
９

●
洞

爺

支

署
　
　
87-

２
１
１
９

５
月
の
広
報
テ
ー
マ

『
林
野
火
災
の
防
止
』

洞爺湖消防署(　７６-２１１９)・温泉分署(　７３-１１１９)・洞爺支署(　８７-２１１９)・『火災・救急・救助１１９番』

３
月
の
…

●
火
災
件
数
　
０
件

●
救
急
件
数
　
43
件

３
月
の
…

●
火
災
件
数
　
０
件

●
救
急
件
数
　
43
件

統
一
標
語
は
…

「
あ
な
た
で
す
火
の
あ
る

く
ら
し
の
見
は
り
役
」

林昭

消

役　 職　 名　　氏　　　名　　　事　　業　　所　　名

会　  　　長　 白　井　祐　輔  旭ホテル

　　　　　　　 市　川　友　義  ㈲高橋石油

副 　会　 長　 斉　藤　昌　之  ㈱洞爺給油センター

　　　　　　　 大　石　正　則  いぶり噴火湾漁協

監  　　　事
　 石　橋　文　則  医療法人讓仁会

　　　　　　　 四　宮　　　博  洞爺湖温泉利用協同組合

会 計 理 事　 菅　原　敏　則  伊達信用金庫虻田支店

　　　　   正  岡　田　益　穂  (株)トーヤ温泉ホテル

　　　　　 副  白　川　幸　治  白川商事（株）

　　　　　 正　市　川　友　義  (有)高橋石油

　　　　　 副　菅　野　吉　運  太平洋石油販売㈱虻田給油所

一 部 会

(防火管理部会)

二 部 会

(危険物管理部会)

■洞爺湖町防火協会新役員体制

林
野
火
災
の防

止
に
つ
い
て

洞
爺
湖
町
防
火
協
会
が

新
た
に
誕
生

ご
存
知
で
す
か
？

住
宅
用
防
災
警
報
器

米国における住宅火災の死者数の推移
7,000
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0
’70　　’76　　’78　　’80　　’82　　’84　　’86　　’88　　’90　　’92　　’94　　’96　　’98　　’00　　’02

住宅火災による死者数(人)

住宅火災警報器等普及率(％)

(人) (％)

死に至った経過別死者数

その他

30.7％

69.3％

逃げ遅れによる
死者数

69.3％

逃げ遅れによる
死者数

住宅火災による死者数の

７割近くが
逃げ遅れ!
出典:平成15年版消防白書



●
所
得
申
告

　
　
年
度
分
の
保
険
税
納
入
通
知
書

　
　
は
７
月
に
送
付
さ
れ
ま
す
。
保

険
税
算
定
に
必
要
な
17
年
分
所
得
の

申
告
は
お
済
み
で
す
か
。

　
国
保
に
加
入
し
て
い
る
世
帯
は
、

収
入
が
な
か
っ
た
場
合
で
も
そ
の
旨

の
申
告
が
必
要
で
す
。

　
※
給
与
所
得
の
み
、
老
齢
年
金
所

得
の
み
の
方
は
申
告
の
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、
遺
族
年
金
を
も
ら

っ
て
い
る
方
は
、
そ
の
旨
の
申
告
を

し
て
く
だ
さ
い
。

●
保
険
料
軽
減

　
世
帯
の
所
得
金
額
が
一
定
の
金
額

以
下
の
場
合
、
国
保
の
保
険
税
の
う

ち
均
等
割
と
世
帯
割
の
額
を
減
額
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
軽
減
を
受
け
る
た
め
に
は
、
所
得

の
申
告
書
の
提
出
が
な
さ
れ
て
い
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
、
申
告

を
し
て
い
な
い
方
は
至
急
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

　
世
帯
の
所
得
金
額
に
よ
り
６
割
軽

減
と
４
割
軽
減
が
あ
り
、
軽
減
金
額

の
表
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
問
合
せ 

 

税
務
財
政
課
課
税
係
　

　
74-

３
０
０
３(

直
通)

ま
で
。

　
　
た
ち
消
費
者
連
絡
会
は
昭
和
56

　
　
年
に
発
足
し
、
現
在
の
会
員
17

名
で
運
営
し
て
い
ま
す
。
連
絡
会
の

活
動
と
し
て
は
月
１
回
の
例
会
を
開

き
様
々
な
消
費
に
関
わ
る
こ
と
に
つ

い
て
の
意
見
交
換
を
し
て
、
町
の
広

報
誌
に
連
絡
会
だ
よ
り
と
し
て
掲
載

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
年
１
回
の
生
活
展
や
味
噌

造
り
を
行
い
食
の
安
全
性
や
リ
サ
イ

ク
ル
な
ど
消
費
に
関
す
る
啓
蒙
活
動

を
行
う
と
と
も
に
、
様
々
な
活
動
を

通
じ
て
意
見
を
交
わ
し
な
が
ら
、
楽

し
く
、
親
睦
を
図
り
活
動
し
て
い
ま

す
の
で
、
関
心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
一

緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
問
合
せ
先
　
産
業
課
商
工
労
働
係

　
76-

３
０
０
５(

直
通)

ま
で
。

国
民
健
康
保
険
か
ら
…

◆
消
費
者
連
絡
会
だ
よ
り
◆

【歩行者、自転車利用者へ】
○道路を横断する時は、車がいないこと、車が止まってくれたこと
　を確かめてから横断しましょう。
○交差点を横断する時は、左折車や右折車の動き
　にも十分注意しましょう。
○自転車も「とまれ」の標識のある場所では、必ず
　止まって左右を確　認しましょう。
○自転車に反射材を取りつけて、夜間はライトを
　点灯して走りましょう。
【ドライバーの皆さんへ】
○もしもの時にあなたを守ってくれるもの、それがシートベルトで
　す。必ずシートベルトを着用しましょう。
　また、子供さんには、チャイルドシートを必ず着用させてください。
○交差点を右左折する際は、十分に速度を落とし、横断する歩行車
　や自転車の動きに注意し、左右の安全をよく確かめましょう。
　住民課交通防犯係　74－3001／虻田交番　76－2110／洞爺湖温
　泉交番　75－2027／洞爺駐在所　82－5150

交通防犯係から交通防犯係から
◆春の行楽に伴う交通事故の防止◆

国
民
健
康
保
険
税
算
定
に

必
要
な
所
得
の
申
告
に

つ
い
て

軽　減　前　６割軽減後　４割軽減後

医療分保険税

介護納付金分

保 険 税

均等割

世帯割

計

均等割

世帯割

計

17,000円　　 6,800円　　10,200円

26,000円　　10,400円　　15,600円

43,000円　　17,200円　　25,800円

 2,900円     1,160円     1,740円

 2,400円     　960円     1,440円

 5,300円     2,120円     3,180円

軽　減　前　６割軽減後　４割軽減後

医療分保険税

介護納付金分

保 険 税

均等割

世帯割

計

均等割

世帯割

計

15,100円　　 6,040円　　 9,060円

28,400円　　11,360円　　17,040円

43,500円　　17,400円　　26,100円

 2,500円     1,000円     1,500円

 3,300円     1,320円     1,980円

 5,800円     2,320円     3,480円

<虻田地区に在住の方>

<洞爺地区に在住の方>



　
　
で
は
、
２
０
０
０
年
噴
火
に
よ

　
　
る
地
盤
変
動
の
影
響
を
受
け
た

土
地
の
境
界
及
び
面
積
を
正
し
く
把

握
す
る
た
め
、
平
成
16
年
度
よ
り
地

籍
の
再
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
調
査
年
度
に
つ
い
て
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

　
な
お
、
調
査
期
間
は
１
地
区
３
年

を
要
し
、
初
年
度
に
調
査
に
つ
い
て

の
住
民
説
明
会
を
行
い
ま
す
の
で
、

出
席
く
だ
さ
い
。
案
内
に
つ
い
て
は
、

後
日
土
地
所
有
者
の
方
に
連
絡
し
ま
す
。

　

　
調
査
に
あ
た
り
、
町
民
皆
さ
ん
の

ご
協
力
と
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、
建
設
課

地
籍
調
査
推
進
室(

　
74-

３
０
１
２

直
通)

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 
平
成
16
年
度
か
ら
平
成
18
年
度
ま

で　
洞
爺
湖
温
泉
の
一
部
・
三
豊
の
一

部
・
泉
の
一
部
の
地
区

 
平
成
17
年
度
か
ら
平
成
19
年
度
ま

で　
高
砂
町
の
一
部
・
入
江
の
一
部
・

　
　
　
　
　
　
　
　
泉
の
一
部
の
地

　
　
　
　
　
　
　
　
区

　
　
　
　
　
　
　
　
 
平
成
18
年
度

　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
平
成
20
年

　
　
　
　
　
　
　
　 

度
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
江
の
一
部

　
　
　
　
　
　
　
　
・
泉
の
一
部
の

　
　
　
　
　
　
　
　
地
区

　
　
　
　
　
　
　
　
 
平
成
19
年
度

　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
平
成
21
年

　
　
　
　
　
　
　
　
度
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
泉
の
一
部
・

　
　
　
　
　
　
　
　
三
豊
の
一
部
・

　
　
　
　
　
　
　
　
洞
爺
湖
温
泉
の

　
　
　
　
　
　
　
　

一
部
の
地
区

今年度も
地籍の調査を
実施します。

今年度も
地籍の調査を
実施します。

わ
た
し
の
う
た

短
　
歌
　
【
あ
ぶ
た
短
歌
会
】
三
月
定
例
会
よ
り

俳
　
句
　
【
あ
ぷ
た
俳
句
会
】
三
月
定
例
会
よ
り

町

一
冬
の
芥
掻
き
た
る
庭
土
に

　
　
　
　
　
　
黄
金
ゆ
た
か
に
福
寿
草
の
花
　
　
　
　
赤
　
塚
　
瑛
　
子

冬
枯
の
野
に
立
つ
裸
木
の
影
の
び
て

　
　
　
　
　
　
根
開
き
見
ゆ
る
弥
生
間
近
く
　
　
　
　
斎
　
藤
　
テ
　
ツ

み
そ
汁
に
水
々
し
い
布
海
苔
ぱ
っ
と
入
れ

　
　
　
　
　
　
磯
の
香
り
の
厨
に
満
る
　
　
　
　
　
　
石
　
黒
　
ま
さ
子

春
立
ち
て
沢
辺
に
行
く
に
か
す
か
な
る

　
　
　
　
　
　
音
の
生
ま
れ
て
水
動
く
ら
し
　
　
　
　
大
　
西
　
芳
　
子

積
り
た
る
雪
は
舗
道
に
ま
だ
残
り

　
　
　
　
　
　
啓
蟄
な
れ
ど
吹
く
風
寒
し
　
　
　
　
　
北
　
島
　
加
　
代

　
　
　
　
　
　
※
啓
蟄(

け
い
ち
つ)=

冬
ご
も
り
の
虫
が
あ
な
か
ら
出
る
意

娘
も
嫁
ぎ
一
人
暮
し
も
身
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
焼
き
し
サ
ン
マ
の
糠
漬
け
旨
し
　
　
　
中
　
野
　
イ
　
マ

雪
山
は
ひ
と
雨
ご
と
に
低
く
な
り

　
　
　
　
　
　
道
ゆ
く
人
の
こ
こ
ろ
春
め
く
　
　
　
　
太
　
田
　
　
　
智

木
の
枝
に
雪
消
の
道
辺
に
小
雀
ら
の

　
　
　
　
　
　
い
と
愛
ら
し
き
さ
え
ず
り
の
声
　
　
　
伊
　
藤
　
静
　
子

角
を
ま
が
れ
ば
風
に
出
会
い
風
は

　
　
　
　
　
　
わ
が
肌
へ
に
つ
た
ふ
春
は
近
し
と
　
　
山
　
木
　
　
　
孝

妻
と
吾
れ
娘
を
偲
び
雛
飾
り

　
　
　
　
　
　
八
十
路
の
手
つ
き
お
ぼ
つ
か
な
し
や
　
室
　
野
　
晃
　
慶

潮
騒
は
古
里
の
韻
わ
が
胸
に

　
　
　
　
　
　
消
ゆ
る
こ
と
な
き
仙
台
訛
り
　
　
　
　
大
久
保
　
と
み
乃

囀
り
に
急
か
さ
れ
朝
の
菜
を
刻
む
　
　
　
　
　
　
　
　
那
　
須
　
伶
　
子

全
身
で
笑
ふ
兄
弟
雪
つ
ぶ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
　
野
　
知
　
子

焼
葱
の
香
り
の
満
ち
て
浅
蜊
汁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
瓶
　
　
　
修

新
町
名
談
義
の
あ
と
の
桜
餅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塩
　
川
サ
　
チ
子

帰
宅
子
に
メ
モ
書
と
置
く
桜
餅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
笠
原
　
　
　
勇

日
溜
の
漁
港
の
土
手
や
蕗
の
薹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
　
村
　
育
　
子

せ
せ
ら
ぎ
を
奏
で
る
岩
に
雪
帽
子
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
　
川
　
　
　
稔

初
め
て
の
客
と
和
め
り
桜
餅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
　
原
　
敏
　
子

雛
の
夜
の
番
茶
汲
み
合
ふ
二
人
か
な
　
　
　
　
　
　
　
岩
　
木
　
秋
　
水

か
た
言
の
児
と
の
会
話
や
木
の
芽
時
　
　
　
　
　
　
　
白
　
井
　
み
　
え

こ
が
ら

お
と

な
ま
り

け
い
ち
つ

ぬ
か

さ
え
ず

せ

や
ま
ね
ぎ

か
な

だ
ま
り

た
う

な
ご

ひ
な

洞爺湖町地籍調査年度計画

平成17年度
～同19年度
平成17年度
～同19年度

平成16年度
～同18年度
平成16年度
～同18年度

平成16年度
～同18年度
平成16年度
～同18年度

平成19年度
～同21年度
平成19年度
～同21年度

平成18年度
～同20年度
平成18年度
～同20年度

三豊三豊

洞爺湖温泉洞爺湖温泉

高砂町高砂町

泉泉

入江入江



　
　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」

　
　
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
？
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
」
と
は
内
臓
型
肥
満
に

加
え
 高
血
圧
・
高
脂
血
症
・
高
血

糖 
の
い
ず
れ
か
２
つ
以
上
を
重
複

し
て
い
る
状
態
を
あ
ら
わ
し
、
正
常

値
を
大
き
く
超
え
て
い
な
く
て
も
脳

梗
塞
や
心
筋
梗
塞
な
ど
重
大
な
疾
患

へ
移
行
す
る
危
険
性
が
高
い
 
死
の

四
十
奏 
と
も
言
わ
れ
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
日
本
国
内
で
は
、
糖
尿
病
・
高
血

圧
・
高
脂
血
症
に
な
る
人
の
数
は
増

え
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
当
て

は
ま
る
人
が
非
常
に
多
い
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
内
臓
脂
肪
が
た
ま
る

＝
脂
肪
細
胞
の
蓄
積
が
血
管
を
傷
つ

け
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

 
脂
肪
細
胞
か
ら
は
、
普
段
バ
ラ
ン

ス
よ
く
動
脈
硬
化
を
予
防
す
る
善
玉

物
質
と
動
脈
硬
化
を
促
す
悪
玉
物
質

が
分
泌
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
脂

肪
細
胞
の
蓄
積
に
よ
り
、
悪
玉
物
質

の
分
泌
が
増
加
し
血
管
を
傷
つ
け
、

炎
症
や
血
栓
を
作
り
や
す
い
状
態
に

し
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
血
管
を

修
復
す
る
善
玉
物
質
は
減
少
し
動
脈

硬
化
を
進
行
さ
せ
ま
す
（
動
脈
硬
化

は
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
の
要
因
に
な

り
ま
す)

。

 
内
臓
脂
肪
が
蓄
積
す
る
と
、
血
液

中
の
糖
を
細
胞
に
取
り
込
ん
だ
り
、

脂
肪
に
変
え
る
イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き

が
徐
々
に
低
下
し
ま
す
（
イ
ン
ス
リ

ン
抵
抗
性)

。
処
理
し
き
れ
な
い
糖
が

血
液
中
に
あ
ふ
れ
（
高
血
糖
）
た
ん

ぱ
く
質
と
結
び
つ
く
こ
と
で
血
管
を

傷
つ
け
目
や
腎
臓
・
心
臓
・
脳
や
神

経
に
悪
さ
を
し
て
糖
尿
病
か
ら
の
合

併
症
へ
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
（
脳

出
血
、
網
膜
症
、
神
経
障
害
、
腎
症

か
ら
の
透
析
…)

。

 
内
臓
脂
肪
で
は
激
し
く
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
合
成
・
分
解
し
て
い
ま
す
。
こ

の
分
解
過
程
に
で
き
る
遊
離
脂
肪
酸

の
生
成
が
脂
肪
細
胞
の
蓄
積
よ
り
増

え
る
と
、
血
液
中
の
中
性
脂
肪
が
高

く
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
善
玉
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル(
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル)

が
減
少
し
、
動
脈
硬
化
の
要
因

と
な
り
ま
す
（
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞

の
要
因)

。

「
太
っ
て
い
る
だ
け
だ
か
ら
心
配
な

い
」
「
ま
だ
若
い
し
、
症
状
が
な
い

か
ら
気
に
な
ら
な
い
」
と
思
わ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
先
に
は

脳
梗
塞
・
心
筋
梗
塞
な
ど
の
疾
患
が

待
ち
受
け
て
い
ま
す
。

　
体
が
悲
鳴
を
あ
げ
て
、
ゆ
く
ゆ
く

治
療
に
な
る
前
に
健
診
を
受
け
ご
自

分
の
体
の
サ
イ
ン
に
耳
を
傾
け
て
み

ま
せ
ん
か
。

　
６
月
１
日
〜
２
日
虻
田
地
区
で
、

６
月
６
日
〜
７
日
洞
爺
地
区
で
の
基

本
健
診
・
が
ん
検
診
が
あ
り
ま
す
（
予

約
制
）
。

　
詳
し
く
は
回
覧
を
ご
覧
に
な
る
か
、

健
診
会
場
（
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
又

は
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
）
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
次
号
で
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
の
診
断
基
準
を
掲
載
し
ま
す
。

平成18
年度

調理師試験
■試験日 時　平成18年８月24日(木)13:30～16:00

■試 験 場 所　ホテルセピアス花壇

■受 付 期 間　平成18年５月29日(月)～平成18年６月２日(金)

■提 出 書 類　受付願書、受験者整理カード

■受験手数料　北海道収入証紙　￥６,７００円

■願書提出先　北海道胆振保健福祉事務所保健福祉部

　　　　　　　(室蘭保健所)室蘭市幸町９－11

※詳細については、室蘭保健所へお問い合わせ

　ください。

　　０１４３－２４－９８４４(健康増進課健康増進係)

〜
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
つ
い
て
〜

体

の

健

康

体

の

健

康

内
臓
脂
肪
が
た
ま
る
と
…

保健師から

高 橋 千 恵



　
　
回
は
、
清
水
友
愛
の
里
に
お
け

　
　
る
施
設
利
用
者
へ
の
給
食
サ
ー

ビ
ス
と
健
康
管
理
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

栄
養
士
　
佐
藤 

望
美

　
平
成
17
年
度
の
施
設
給
食
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
つ
い
て
実
施
し
て
き
た

内
容
を
お
知
ら
せ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
施
設
の
１
日
の
食
事
は
、
利
用
者

か
ら
の
意
見
や
要
望
も
取
り
入
れ
な

が
ら
、
多
様
な
メ
ニ
ュ
ー
を
心
が
け

て
い
ま
す
。
毎
週
金
曜
日
の
朝
食
は

御
飯
・
お
に
ぎ
り
・
食
パ
ン
・
ト
ー

ス
ト
を
出
し
て
、
利
用
者
に
メ
イ
ン

の
食
事
を
選
択
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
平
成
16
年
度
よ
り
回
数
は
減
り

ま
し
た
が
土
曜
日
の
昼
食
で
は
、
パ

ン
や
麺
類
な
ど
の
選
択
メ
ニ
ュ
ー
を

引
き
続
い
て
実
施
し
て
い
ま
す

　
毎
月
行
な
わ
れ
て
い
る
行
事
食(

花

見
・
餅
つ
き
な
ど)

に
つ
い
て
も
各
行

事
に
合
っ
た
食
事
の
献
立
を
作
成
し

提
供
し
て
き
ま
し
た
。
行
事
の
中
で

人
気
の
メ
ニ
ュ
ー
は
焼
肉
で
、
そ
れ

以
外
に
も
多
様
な
献
立
を
組
む
こ
と

　
　
　
　
で
利
用
者
に
も
喜
ば
れ
る

　
　
　
　
食
事
を
提
供
し
て
行
く
事

　
　
　
　
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
平
成
18
年
度
か
ら
は
障

　
　
　
　
害
者
自
立
支
援
法
施
行
に

　
　
　
　
伴
い
、
施
設
に
お
け
る
給

　
　
　
　
食
サ
ー
ビ
ス
は
全
面
的
に

　
　
　
　
委
託
業
務
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
そ
の
為
、
今
ま
で
実
施
し

　
　
　
　
て
き
た
セ
レ
ク
ト
メ
ニ
ュ

　
　
　
　
ー
な
ど
は
中
止
と
な
っ
て

　
　
　
　
し
ま
い
ま
す
が
、
毎
月
の

　
　
　
　
行
事
食
の
提
供
は
引
き
続

　
　
　
　
き
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　
　
　
　
人
気
の
メ
ニ
ュ
ー
も
取
り

入
れ
て
、
利
用
者
へ
の
食
へ
の
楽
し

み
の
充
実
を
図
っ
て
行
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
17
年
度
に
つ
い
て
は
、
食
の

充
実
を
図
る
事
も
さ
る
事
な
が
ら
、

個
々
人
の
身
体
状
況(

糖
尿
病
・
肥
満)

や
そ
し
ゃ
く
の
弱
い
人
へ
の
刻
み
食

な
ど
、
個
々
人
に
合
わ
せ
た
個
別
対

応
の
食
事
に
も
重
点
を
置
き
、
食
事

の
提
供
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
現
実
的
な
問
題
点
と
し
て
一
番
多

く
見
ら
れ
る
の
が
肥
満
の
問
題
で
す
。

特
に
地
域
生
活
者
も
含
め
潜
在
型
疾

病
率
の
増
加
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
健

康
管
理
維
持
の
為
、
栄
養
指
導
を
個

別
に
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
対
し
て
の
理

解
が
得
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
、

言
葉
だ
け
で
は
な
か
な
か
通
じ
合
え

て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
為

栄
養
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
個
々
人
に
合

っ
た
物
を
作
成
し
、
そ
れ
に
基
づ
い

た
計
画
を
立
案
し
、
実
施
し
取
り
組

ん
で
い
く
事
が
重
要
に
な
っ
て
い
き

ま
す
。

　
対
応
と
し
て
、
歩
行
運
動
を
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。
日
常
的
に
運
動
量

が
少
な
く
、
そ
の
為
に
食
事

の
量
を
抑
え
る
と
言
う
考
え

も
あ
り
ま
す
が
、
ひ
と
り
一

人
の
身
体
状
況
が
違
う
た
め

に
量
的
措
置
は
最
小
限
に
留

め
て
い
ま
す
。
ま
た
食
事
は

利
用
者
に
と
っ
て
も
一
番
の

楽
し
み
で
あ
る
こ
と
も
理
由

の
一
つ
で
す
。

　
平
成
16
年
度
か
ら
実
施
し

て
い
る
肥
満
解
消
の
為
の
健

康
維
持
増
進
を
目
的
と
し
た
、

健
康
対
策
の
取
り
組
み
と
し

て
行
な
っ
て
来
た
歩
行
運
動

も
今
年
で
３
年
目
に
入
り
、

若
干
で
は
あ
り
ま
す
が
確
実

に
成
果
は
出
て
来
て
い
ま
す
。

　
始
め
た
当
初
の
目
的
は
食
べ
る
量

を
減
ら
さ
な
い
で
運
動
量
を
増
や
す

事
、
施
設
か
ら
出
て
外
を
歩
く
こ
と

で
気
分
転
換
を
図
る
事
が
一
番
の
狙

い
で
し
た
。
春
・
夏
・
秋
・
冬
と
四

季
を
体
で
感
じ
、
清
水
の
住
民
の
方

と
の
挨
拶
、
動
物
を
見
た
り
す
る
事

を
楽
し
み
、
清
水
地
区
内
を
一
周
し

て
い
ま
す
。
最
初
は
皆
さ
ん
体
力
が

無
く
途
中
で
歩
け
な
く
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
継
続
し

て
い
く
事
で
持
続
性
が
増
し
て
来
ま

し
た
。
ま
た
冬
場
の
運
動
で
も
転
倒

が
ほ
ぼ
無
く
な
り
ま
し
た
。
気
分
的

に
も
開
放
感
が
あ
る
様
子
で
体
感
的

に
暖
か
い
季
節
は
笑
顔
で
す
が
、
冬

に
な
る
と
さ
す
が
に
寒
い
の
か
笑
顔

は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
今
後
も
一
年
を

通
し
て
続
け
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
栄
養
士
業
務
に
お
い
て
は
今
後
も

17
年
度
同
様
に
食
・
運
動
に
重
点
を

置
き
な
が
ら
、
利
用
者
の
健
康
管
理

に
努
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▽
胆
振
噴
火
湾
漁
業
共
同
組
合
女
性

婦
人
部
▽
飯
尾
利
雄
さ
ん(

入
３
区)

▽
細
江
恭
子
さ
ん(

清
水
区)

▽
小
熊

ヒ
ナ
子
さ
ん(

泉
区)

▽
今
野
鮮
魚
店

(

伊
達
市)

▽
岡
田
利
實
さ
ん(

室
蘭
市)

▽
中
森
勝
二
さ
ん(

室
蘭
市)

『
今
年
度
を
振
り
返
っ
て
』

か
ら

あ
ぶ
た
福
祉
会

あ
ぶ
た
福
祉
会

第
４
号

楽しく食事する利用者の皆さん楽しく食事する利用者の皆さん

肥満解消のウォーキング肥満解消のウォーキング



社会教育です社会教育です

　

　教育委員会社会教育課では、生

涯学習の推進を目的として、平成

14年６月より「町民カレッジパス

ポート」(生涯学習手帳)を発行し

ています。

　このパスポートは、小学校１年

生以上の町民が対象で、教育委員

会が主催する各種事業・講座・教

室・スポーツなどに参加した時や

あぶた読書の家・みずうみ読書の

家で本を借りた時など、学習した

ことを記録する手帳です。

　また、ポイント数に応じた学習

奨励賞（図書券）を進呈する時の

貴重な記録帳になります。

　なお、現在使用している記録ペ

ージがなくなった方は再発行しま

すので社会教育課へ連絡ください。

パスポートを持っていない方も対

象事業に参加の際、随時発行いた

します。旧町のパスポートも引き

続き使用できます。

　役場庁舎町民ロ

ビーを利用し、毎

月１回、絵画・写

真・彫刻などの作

品展を行っていま

す。　

　今月は高砂町に在住している荻

野弘子さんの手芸展をおこないま

すので、ぜひご覧ください。

　期間は５月18日(木)～５月31日

(水)までの午前９時～午後６時。

　土・日曜日、祝日は役場閉庁の

ため展覧できませんのでご了承く

ださい。

<あぶた読書の家へ>

■図書券　　　　　　　

▽肥後順一さん（栄町）／▽奈良

昭子さん（青葉町）

■図書

▽馬場静子さん（入江）／「山の

向こうの美術館」・「愛、深き淵より」

▽松本良雄さん（本町）／「朝日

百科　日本の歴史」・「キンダーブ

ック復刻版」

▽妻木敏夫さん（青葉町）／「天

狗剣法」

▽大磯 洋さん（成香）／「成香

開拓百年・成香小学校開校九十周

年記念誌」・「成香開拓百十年・成

香小学校百年記念誌」・「成香小学

校閉校記念誌」

<一　般>▽司馬遼太郎短編集12（文芸春秋）▽沖で待

つ（絲山秋子）▽十津川警部海峡を渡る（西村京太郎）

▽悲しみの終着駅（赤川次郎）▽その名は魔女（赤川

次郎）▽お腹召しませ（浅田次郎）▽日本国憲法の知

られざる真実（小川卓也）▽ゲド戦記外伝（アーシュラ・

ｋ・ル＝グビィン）▽小学館の図鑑ＮＥＯ人間▽巨大

投資銀行＜上・下＞（黒木亮）▽みずうみ（よしもと

ばなな）▽単騎、千里を走る（白川道）

<児　童>▽しきしむらのはる・しきしむらのなつ・し

きしむらのあき・しきしむらのゆふ（小坂涼／山村浩）

<一　般>▽原始への旅立ち第５部故郷の岩屋<上・中・

下>(ジーン・アウル)▽銀齢の果て(筒井康隆)▽河畔

に標なく(船戸与一)▽制服捜査(佐々木譲)▽心の扉を

開く(河合隼雄)▽教育の忘れ物(坂上冬子)▽温泉主義(松

田忠徳)▽無料で汲める北海道名水ガイド(葛西麻衣子)

▽お墓に入りたくない人、入れない人のために(徳留

佳之)

<児　童>▽冬の花びら　雪博士、中谷宇一郎の一生（高

田宏）▽みんながいこつ（たなかひろこつ）▽進化の

はなし命はどこからきたか（スティーブ・ジェンキンス）

▽おとなりさん（しらきまゆこ）

町民カレッジを知っていますか

萩野弘子手芸展

■あぶた読書の家　　76-2100 ■みずうみ読書の家　 75-4702

あぶた読書の家
５月の休館日 11日・18日・25日



　
　
上
で
「
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い
・

　
　
ゆ
ず
り
ま
す
」
コ
ー
ナ
ー
を
開

設
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
譲
り
ま

す
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
の
で
紹
介

い
た
し
ま
す
。

○
品
物
…
電
動
ウ
ォ
カ
ー
（
ル
ー
ム 

　
ラ
ン
ナ
ー
）

○
購
入
時
期
…
Ｈ
14
年
頃
（
２
〜
３

　
回
の
使
用
頻
度
で
す
）

○
有
償
・
無
償
…
無
償
で
す

○
条
件
等
…
自
宅
ま
で
取
り
に
来
ら

　
れ
る
方

○
連
絡
先
…
大
川
正
栄
さ
ん
（
青
葉

　
５-

19
）
　
76-

３
７
２
９
ま
で

　
※
複
数
の
申
込
み
な
ど
に
よ
る
決

定
は
、
当
事
者
が
決
定
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
ゆ
ず
っ
て
ほ
し
い
方

と
ゆ
ず
り
た
い
方
の
橋
渡
し
を
い
た

し
ま
す
の
で
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
し
た
い

方
は
、
広
報
統
計
係(

直
通
　
74-

３

０
０
４)

へ
。

　洞爺湖周辺の新鮮で格安な特産物を今年も提供いたします。

●期　　　　　間：５月14日～９月24日までの毎週日曜日

●時　　　　　間：午前６時～午前８時までの

　　　　　　　　　２時間

●場　　　　　所：洞爺湖温泉遊歩道駅前

　　　　　　　　　桟橋

●春先のおすすめ：山菜・アスパラ・梅漬け・野菜・豆など

   　　　　　　　　　　　　 ●問合せ先

　　　　　　　　　　　　　　　とうや湖観光朝市協議会　

　　　　　　　　　　　　　　　会長 岡崎 　75-3575まで

伝統と歴史の観光朝市オープン伝統と歴史の観光朝市オープン
今年で29年目

町民植樹祭に参加しませんか町民植樹祭に参加しませんか町民植樹祭に参加しませんか
●洞爺地区●●洞爺地区●

　洞爺湖町では、「自然と共生する快適環境のまちづくり」への取り組みの一環として、「植樹祭」を行います。

今回は、洞爺湖町農業研修センター・アグリ館「とれた」の敷地内にエゾヤマツツジやブルーベリーなどを植

える予定です。

　軽作業なのでどなたでも参加できます。お誘い合わせのうえ、是非ご参加ください。

    ■日　　時　　５月20日(土曜日)午前10時から

    ■場　　所　　農業研修センター・アグリ館「とれた」

    ■申 込 先　　洞爺総合支所産業建設課農業振興係

　　　　　　　　    ８２－５１１１　　ＦＡＸ　８７－２９２８

    ■申込期限　  ５月18日(木曜日)まで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ■そ の 他　昼食にジンギスカンを

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　用意していますので、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おにぎりを持参してく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ださい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小雨でも実施します

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が、悪天候の場合は５

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　月27日(土)に延期しま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※洞爺地区内について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は送迎バスが運行しま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　す。

行 き 帰 り場 所 場 所

9:00　財田集会所

9:10  洞爺総合センター

9:20  大原ふるさと会館

9:25  農業研修センター（着）

9:30  　 　 〃　　　　（発）

9:35  旧香川小学校

9:40  なるか愛郷の家

9:50  農業研修センター（着）

13:30　農業研修センター（発）

13:40　なるか愛郷の家

13:45　旧香川小学校

13:50　農業研修センター（着）

13:55　　　　〃　　　　（発）

14:00  大原ふるさと会館

14:10　洞爺総合センター

14:20　財田会館

■
送
迎
バ
ス
時
刻
表

※虻田地区より参加される方は、直接農業研修センターへ集合してください。

「
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い
・

ゆ
ず
り
ま
す
」コ
ー
ナ
ー

橋
渡
し
を
し
ま
す

橋
渡
し
を
し
ま
す



　
毎
年
実
施
し
て
お
り
ま
す
無
料
法

律
相
談
を
、
今
年
度
も
５
回
実
施
す

る
予
定
で
す
。

　
第
一
回
目
を
次
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
の
で
、
財
産
、
家
族
、
遺
産
相

続
な
ど
お
悩
み
の
問
題
に
つ
い
て
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
（
相

談
に
際
し
て
は
、
具
体
的
な
資
料
な

ど
が
あ
れ
ば
、
持
参
さ
れ
ま
す
と
よ

り
効
果
的
で
す
。
）

　
な
お
、
相
談
さ
れ
る
方
は
、
５
月

30
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
　
　
時
　
６
月
２
日
（
金
）
　

　
午
後
１
時
30
分
よ
り
３
時
ま
で

■
場
　
　
所
　
虻
田
ふ
れ
合
い
セ
ン

　
タ
ー
　
会
議
室

■
弁 

護 

士
　
馬
見
　
州
一
　
先
生

■
申
込
み
先
　
住
民
課
住
民
係
　

　
　
74-

３
０
０
２(

直
通)

　
行
政
相
談
委
員
は
、
役
所
と
皆
さ

ん
の
パ
イ
プ
役
で
す
！
　

　
総
務
省
で
は
、
毎
年
５
月
の
１
週

間
を
「
春
季
行
政
相
談
強
調
月
間
」

と
定
め
、
行
政
相
談
制
度
に
関
す
る

国
民
の
理
解
と
認
識
を
深
め
る
と
と

も
に
、
同
制
度
の
利
用
促
進
に
努
め

て
い
ま
す
。

　
平
成
18
年
度
も
、
５
月
22
日(

月)
か
ら
28
日(

日)

ま
で
を「
春
季
行
政
相

談
強
調
月
間
」と
定
め
ま
し
た
。
皆
さ

ん
か
ら
年
金
・
登
記
・
道
路
・
河
川
・

郵
便
・
窓
口
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
役
所

の
業
務
に
つ
い
て
の
苦
情
・
要
望
・

意
見
を
聞
い
て
改
善
を
図
り
ま
す
。

　
相
談
は
、
無
料
で
秘
密
を
守
り
ま

す
！
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
行
政
相
談
委
員
　
南
　
繁
美

〒
０
４
９-

５
６
０
５(

洞
爺
湖
町
高

砂
町
56
番
地
の
３)

　
76-

３
５
３
７

　
６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
の

日
で
す
。
人
権
擁
護
委
員
は
い
つ
で

も
地
域
住
民
か
ら
の
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
相
談
内
容
に
つ
い
て
の
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
相
談
は
無
料
。
難
し
い
手

続
き
も
あ
り
ま
せ
ん
。
人
権
相
談
は
、

離
婚
相
談
な
ど
の
家
庭
内
問
題
や
借

地
借
家
の
問
題
、
隣
近
所
の
も
め
事

な
ど
、
と
て
も
幅
広
い
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。洞
爺
湖
町
に
は
町
長
か
ら

推
薦
さ
れ
て
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し

た
次
の
人
権
擁
護
委
員
が
お
り
ま
す
。

○
三
浦
敦
子
さ
ん
○
宮
崎
泰
人
さ
ん

○
傳
　
信
雄
さ
ん
○
佐
長
邦
愛
さ
ん

　
の
４
名
で
す
。

　
気
軽
に
相
談
で
き
る
場
所
と
し
て
、

人
権
相
談
所
が
法
務
局
で
常
時
開
設

さ
れ
て
お
り
、
人
権
擁
護
委
員
が
相

談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
札
幌
法
務
局

人
権
擁
護
部
（
　
０
１
１-

７
０
９-

２
３
１
１
内
線
２
２
０
３
）
ま
で
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

　
今
年
も
自
動
車
税
を
納
め
て
い
た

だ
く
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
納
期
内

に
納
税
し
ま
し
ょ
う
。

　
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現

在
の
所
有
（
使
用
）
者
に
納
め
て
い

た
だ
く
道
税
で
す
。
納
税
通
知
書
は

informationinformation

お
知
ら
せ

無
料
法
律
相
談
の

お
知
ら
せ

春
の
行
政
相
談
強
調

週
間
の
お
知
ら
せ

人
権
擁
護
委
員
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か

自
動
車
税
の
納
期
限
は

５
月
31
日
で
す

　
最
愛
の
ご
家
族
を
亡
く
さ
れ
、
ご
冥
福
を
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ご
遺
族
の
上
に
も
限
り
な
い
ご
加
護
と
、
故

人
の
み
た
ま
が
安
ら
か
に
お
眠
り
く
だ
さ
る
こ

と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

故西村勝治さん
■３月16日死去
■77歳■遺族は京
子さん■温８区

故岩倉美代さん
■３月14日死去
■82歳■遺族は安
弘さん■泉区

故佐藤ミツエさん
■３月14日死去
■77歳■遺族は正
男さん■花和区

故田淵ユリさん
■３月９日死去
■85歳■遺族は勝
彦さん■入１区

故五十嵐百合子さん
■３月30日死去
■55歳■遺族は敏
さん■温３区

故河原きくゑさん
■３月23日死去
■77歳■遺族は岩
己さん■虻４区

故伊藤勝昭さん
■３月23日死去
■71歳■遺族は美
奈子さん■虻３区

故加藤筆雄さん
■３月16日死去
■79歳■遺族はフ
ミエさん■曙

心
か
ら
お
く
や
み

申
し
上
げ
ま
す



５
月
８
日
に
全
道
一
斉
に
発
送
し
ま

す
。
納
税
通
知
書
が
届
い
て
い
な
い

方
は
、
胆
振
支
庁
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

□
連
絡
先
　
胆
振
支
庁
税
務
部
課
税

課
自
動
車
税
係
　
０
１
４
３-

24-

９

５
８
１(

直
通
）

　
日
本
最
大
の
戦
車
パ
レ
ー
ド
、
模

擬
戦
闘
訓
練
、
装
備
品
展
示
の
ほ
か

戦
車
試
乗
、
模
擬
売
店
、
市
町
村
広

場
に
て
特
産
品
や
自
衛
隊
グ
ッ
ズ
の

販
売
を
行
な
い
ま
す
。
ま
た
、
抽
選

で
30
名
の
方
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
体

験
飛
行
を
行
な
い
ま
す
。
多
数
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
　
時
　
５
月
28
日(

日)

午
前
８

　
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

■
場
　
所
　
東
千
歳
駐
屯
地
（
千
歳

　
市
祝
梅
１
０
１
６
）
駐
車
場
あ
り

※
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
千
歳
駅
か
ら
無
料
シ

ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
し
ま
す
。

　
メ
ト
ル
タ
ワ
ー
２
１
の
「
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法
」
に
よ

る
排
出
基
準
値
は
、
０
・
１
ナ
ノ
グ

ラ
ム
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
測
定

結
果
は
基
準
値
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

【
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
測
定
結
果
…
１
号

炉
】

　
測 

定 

日
…
18
年
２
月
28
日

　
測
定
結
果
…
０
・
０
０
８
４
ナ
ノ

　
グ
ラ
ム

　
家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
衣
類
を
利

用
し
て
、
様
々
な
作
品
に
リ
フ
ォ
ー

ム
し
て
い
く
講
座
で
す
。

作
品
「
携
帯
に
便
利
な
裁
縫
道
具
ケ

ー
ス
」

■
日
　
時
　
５
月
25
日(

木)

10
時
〜

　
　
　
　
　
15
時

■
場
　
所
　
西
い
ぶ
り
リ
サ
イ
ク
ル

　
　
　
　
　
プ
ラ
ザ
　
２
階
工
房

■
定
　
員
　
30
名
　
　

■
料
　
金
　
１
、
５
０
０
円

■
締
切
り
　
５
月
18
日(

木)

ま
で

■
持
　
物
　
裁
縫
道
具
一
式
・
黒
白

　
糸
・
し
つ
け
糸
・
も
の
さ
し
・
チ

　
ャ
コ
ペ
ン
・
サ
イ
ン
ペ
ン
・
昼
食

■
申
込
み
　
西
い
ぶ
り
リ
サ
イ
ク
ル

　
プ
ラ
ザ
　
０
１
４
３-

59-

０
３
１
９

煮
　
　
干
　
３
０
０
ｇ
　
６
０
０
円

花
か
つ
お
　
　
　
75
ｇ
　
３
０
０
円

長
ひ
じ
き
　
　
　
75
ｇ
　
４
０
０
円

　
毎
月
20
日
を
締
切
り
と
し
、
30
日

に
受
け
渡
し
ま
す
。

　
役
場
　
産
業
課
　
74-

３
０
０
５

　
今
月
は
国
民
健
康
保
険
税
納
入
強

化
月
間 

で
す
。
平
成
17
年
度
の
保
険

料
納
期
限
は
３
月
で
終
了
し
て
い
ま

す
、
も
う
一
度
納
め
忘
れ
が
な
い
か

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

 
 

今
月
は
、
未
納
者
に
対
し
電
話
に

よ
る
催
告
や
訪
問
徴
収
を
行
っ
て
い

ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
善
意
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

●
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▼
金
子
信
之
さ
ん
（
本
２
区
）
は
５

　
万
円

<

愛
の
小
箱>

▼
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
さ
わ
や
か
は

　
１
、
７
４
５
円

▼
高
齢
者
事
業
団
は
１
、
９
４
０
円

▼
大
磯
は
２
、
５
２
２
円

▼
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
ふ
る
里
の
丘
は

　
３
、
０
８
０
円

<

寄
付
物
品>

▼
銀
嶺
ク
ラ
ブ
（
入
４
区
）

自
衛
隊
第
７
師
団
創
隊

51
周
年
行
事

田
中
友
子

「
リ
フ
ォ
ー
ム
講
座
」

洞
爺
湖
消
費
者
連
絡
会

の
お
す
す
め
品

国
民
健
康
保
険
税

納
入
強
化
月
間

寄

　

付

メ
ト
ル
タ
ワ
ー
21
排
ガ

ス
（
煙
突
）
測
定
結
果

2006年５月27日 2006年５月28日

会　　場 実施時間 会　　場 実施時間

役 場 庁 舎 前

清水集会所前

ふれ合いセンター前

４区でんでん広場前

元虻田消防署裏

高 砂 広 場

虻田コミセン

虻田地区出張

花和農協支所前

月浦集会所前

珍小島駐車場

洞爺湖文化センター前

旭 ホ テ ル 横

温泉地区出張

泉公営住宅公園横

大滝タバコ店横

元トミ美容室前

09:00～09:40

09:50～10:10

10:20～10:45

10:50～11:00

11:10～11:30

13:00～13:30

13:35～14:00

14:10～

09:00～09:15

09:30～10:00

10:10～10:20

10:30～10:45

10:50～11:10

11:10～11:30

13:20～13:50

14:00～14:30

14:40～15:00

◆狂犬病予防接種日程表(虻田地区分)

　生後91日以上の犬を飼っている方は、登録

と狂犬病予防注射を受けなければなりません。

◇料　金（１頭につき）　

　　　登 録 料　3,000円

　　　予防注射　3,040円(つり銭のないよう、

　お願いします。）

（※注意：集合注射以外では、別途料金がか

　かる場合があります。）

■犬の登録は、平成７年４月から犬の生涯に

　１回でよいことになりましたので、平成７

　年４月以降に済ませた犬は登録の必要はあ

　りません。

■愛犬が亡くなった、住所が変わった、飼い

　主が変わった場合は届出が必要です。

■問合せ先

　生活環境課環境整備係　74-3006(直通)まで

狂犬病予防注射と登録
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５月「さわやか＆
ふれ愛センター」
の 行 事 予 定

■連絡先
洞爺湖町健康福祉センター
　76－4006(健康指導係)
ふれ愛センター
　87－2727(保健衛生係)

<「さわやか」トレーニングルーム
一般開放>
火・木・土曜日
　　　　午前１時～午後８時30分
日曜日　午前10時～午後５時30分

<洞爺ふれ愛センタートレーニン
グルーム一般開放>
月～金曜日
　　午前８時45分～午後５時30分
※但し両施設とも祝祭日は除きま
　す。*原則的に中学生以下はご
　利用になれません。

＜ポリオ予防接種＞
と　き　５月10日(水）
受　付　午後２時～３時
会　場　洞爺ふれ愛センター

＜１歳６カ月3歳児健診＞
と　き　５月11日(木）

受　付　１歳６カ月児
　　　　午後12時45分～１時
　　　　３歳児
　　　　午後１時～１時15分
会　場　洞爺湖町健康福祉センター

＜保育所開放＞
と　き　５月12日・26日　
時　間　午前10時～
会　場　本町保育所

＜フッ素塗布＞
と　き　５月16日(火）
時　間　午前９時～
会　場　洞爺ふれ愛センター

＜親子ふれあい遊び＞
と　き　５月19日(金）
時　間　午前10時～12時
会　場　洞爺湖町健康福祉センター

＜乳児健診＞
と　き　５月23日(火）
受　付　午後１時20分～１時40分
会　場　洞爺湖町健康福祉センター
と　き　５月25日(木）　
受　付　午後１時～１時30分
会　場　洞爺湖町健康福祉センター
※対象者には個別通知しています。

＜献血（洞爺地区）＞
と　き　５月23日(火）
※近くなりましたら回覧でお知ら

　せします。

＜健康づくりウォーキング（洞爺
地区）＞
と　き　５月15日(月）
※近くなりましたら回覧でお知ら
　せします。

◆基本健診、胃・大腸・前立腺が

　ん検診、肝炎ウィルス検診／６

　月１日(木)・２日(金)(さわやか)・

　６月６日(火)・７日(水)(ふれ愛)

◆保育所開放／６月2日・９日・

　23日・30日(金)(本町保育所)

◆献血(虻田地区)／６月８日(木)

◆健康づくりウォーキング会・史

　跡巡りウォークラリー／６月10

　日(土)

◆一般健康相談／６月13日(火)

　(ふれ愛)

◆フッ素塗布／６月15日(木)(さ

　わやか)

◆親子ふれあい遊び／６月16日　

　(金)(さわやか)

◆乳児健診／６月29日(木)(ふれ愛)

６月の予定

　合併から１月余りが経ち、少しは新町に馴染
んだでしょうか。
　この合併を機に新しく生まれ変わった団体も
あれば、一方活動を停止してしまった団体もあ
ります。
　旧虻田町で廃品回収を中心にボランティア活
動をしてきた湖会(笠井寛子会長)も約30年の活
動に幕を閉じました。
　笠井さんは「これまで町民のみなさんにご協
力いただきありがとうございました」と感謝の
言葉を述べていました。
　どんな理由であれ、何事も止めたり、別れを
つげてしまうことは、言葉に言い表せないほど
つらいものです。
　別れと出会いのシーズンと合併の季節が重な
りそんなことを考えてみたりしました。
　出会いがあるから別れがあるのか、別れがあ
るから出会いがあるのか、永遠の課題です。作
家の寺山修司は「さよならだけが人生さ」と言っ
ていますが……。（Ｈ・Ｏ）

 男 …… 5,216人  （△52）

 女 …… 5,927人  （△26）

 計 ……11,143人  （△78）

世帯…… 5,297世帯（＋26）

人口と世帯の動き人口と世帯の動き

■定時登録選挙人名簿登録者数
（平成18年３月２日現在）

　男……4,318人　女……5,115人　計……9,433人

■洞爺湖町農業委員会委員
　選挙人名簿登録者数

（平成18年３月31日現在）

　男……294人　　女……258人　　計……552人

（平成18年３月31日現在）
合併直前対比


